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【 審 査 結 果 】  

2 0 2 5 年 2 月 1 9 日 （ 水 ） 、 佐 野 洋 （ 主 査 ） 、 秋 廣 尚 恵 (指 導 教 員 )、 川 上 茂 信 、

川 口 裕 司（ 本 学 名 誉 教 授 ）、S i m o n  T U C H A I S（ 上 智 大 学 ）か ら な る 審 査 委 員 会 は 、

國末薫（ く に す え か お る ）よ り 提 出 さ れ た 博 士 学 位 請 求 論 文「 フ ラ ン ス 語 話 し 言

葉 に お け る  t u  s a i s  /  v o u s  s a v e z  と  t u  v o i s  /  v o u s  v o y e z  に つ い て － コ ー パ ス に

基 づ く 実 証 的 研 究 － 」 の 審 査 お よ び 口 述 に よ る 最 終 試 験 （ 公 開 審 査 ） を 実 施 し 、

全 員 一 致 で 博 士（ 学 術 ）の 学 位 を 授 与 す る に ふ さ わ し い 研 究 で あ る と の 結 論 に 達

し た 。  

 

【 本 論 の 概 要 】  

本 論 文 は 、談 話 コ ー パ ス を 用 い て 、デ ー タ に 内 在 す る 知 識 を 求 め る 探 索 的 手 法

（ 帰 納 手 法 ） に よ っ て t u  s a i s  /  v o u s  s a v e z と t u  v o i s  /  v o u s  v o y e z の 談 話 機 能 を

体 系 的 に 明 ら か に し た 研 究 で あ る 。先 行 研 究 に 見 ら れ る 質 的 談 話 分 析（ 仮 説 検 証

的 手 法 ）を 十 分 に 検 討 し た う え で 、本 研 究 で は 4 種 類（ 領 域 ）の 談 話 コ ー パ ス か

ら 、 二 者 （ t u  /  v o u s , v o i r  /  s a v o i r） の 関 連 性 を 軸 に 、 談 話 に 複 数 の 機 能 階 層 （ 書

記 記 録 か ら 予 測 さ れ な い 韻 律 レ ベ ル 、テ キ ス ト レ ベ ル 、そ し て 論 理 関 係 や 因 果 の

連 結 レ ベ ル ） を 設 け る こ と で 、 取 り 上 げ た 2 つ の 表 現 の 談 話 に お け る 働 き の 違

い を 明 ら か に し た 。 新 た な 知 見 と し て 、 談 話 コ ー パ ス の 領 域 依 存 性 が 、 s a v o i r  /  

v o i r（ 認 識 動 詞 /知 覚 動 詞 ） の 意 味 の 違 い よ り も 大 き な 影 響 力 （ 他 者 へ の 遡 及 的

な 内 的 同 期 /前 向 き の 外 的 同 調 ）を 持 つ こ と 、 同 時 に 2 つ の 動 詞 の 統 語 分 布 に も

介 入 す る こ と 、従 っ て 、こ れ ら 表 現 の 使 用 頻 度 は 、発 話 の 状 況 に 大 き な 影 響 を 受

け る こ と な ど を 実 証 的 に 明 ら か に し た 。  

具 体 的 ア プ ロ ー チ は 、「 談 話 に お け る 一 交 話 を 最 大 分 析 単 位 」と す る マ ク ロ 統

語 論 （ AP 理 論 ） を 分 析 基 盤 と し て 、 ス タ イ ル の 異 な る 4 種 類 の 談 話 コ ー パ ス を



対 象 に 、 A P 理 論 が 持 つ 記 述 的 項 目 群 と ２ つ の 表 現 の 出 現 数 と そ の 差 異 及 び 構 造

的 関 連 性 に 焦 点 を あ て て い る 。 マ ク ロ 統 語 論 の 分 析 枠 内 で 観 測 さ れ る デ ー タ に

基 づ い て 、頻 度 分 布 に お け る 差 異 を 、χ 二 乗 検 定 を 使 っ て 検 証 し 、 2 つ の 表 現 の

使 用 域 の 違 い 、例 え ば 、双 方 向 性 が 高 く イ ン フ ォ ー マ ル な 交 話 ほ ど 談 話 標 識 と し

て の v o i r が 使 わ れ 、 s a v o i r は 多 く の 談 話 標 識 と 共 起 す る こ と な ど を 明 ら か に し

た 。質 的 デ ー タ で あ る 挿 入 動 詞 の 違 い 、挿 入 位 置 、修 辞 機 能 の 区 分 な ど の コ ー パ

ス 内 で の 相 対 分 布 は 、対 応 分 析 を 使 っ て 解 析 さ れ た 。対 応 分 析 は 多 次 元 空 間 内 で

の 項 目 間 の 相 関 を 調 査 す る 手 段 で あ る 。 分 析 の 結 果 か ら 談 話 標 識 が 持 つ 構 造 的

関 連 性 （ イ ン フ ォ ー マ ル な 会 話 と 物 語 の ナ レ ー シ ョ ン の 違 い や イ ン フ ォ ー マ ル

な 会 話 と イ ン タ ビ ュ ー と の 対 比 的 な 性 質 な ど ） を 見 出 し た 。  

【本論の全体概要】  

本論は 8 章から成り（243 頁）、付録としてデータ分析の詳細結果（186 頁）が添付され

ている。以下、各章の概要を示す。  

1 章は全体概要を説明する。全体概要として、本研究はフランス語の談話標識 tu sais /  

vous savez と tu vois / vous voyez（you know と you see）の用法を考察することが説明され

る。これら談話標識の表出の動機や向社会的な行動の顕れであり、いずれも発話内容が相

手に聞き入れられたのか、あるいは発話が理解されたのかを確認する。所謂、対人的モダ

リティを有していて、談話標識や挿入動詞の一つとして分析されてきたことを説明してい

る。これまで tu sais / vous savez と tu vois / vous voyez については、個々の標識につき統語

論及び意味論的特徴に着目した質的研究が多く蓄積されていること、これにより、両者の

違いについては、明らかになっていることも多いという。しかし、先行研究の多くは、統

計的な調査に耐えるだけの分析数を持たない。加えて、実際の言語運用の実態に照らして

tu sais / vous savez と tu vois / vous voyez がどのように使用されているのか明らかになって

いない。この問題意識の下で本研究は、次の 2 点に着目し、 tu sais / vous savez と tu vois / 

vous voyez の用法を質的・量的に明らかにしようとする。  

(1) 2 つの用法の元々の語彙と談話標識の用法や機能の関連性はどのようなものか。  

(2) 2 つの用法の使用と言語が使用される状況の関係性はどのようなものか。  

 

研究課題を提示したあと、談話コーパスが説明される。分析対象の談話コーパスは、

ORFEO（Outil de Recherche du français écrit et oral）上で公開されている話し言葉のデータ

Corpus d’étude du français contemporain （以下 CEFC）を用いた。CEFC に収録されている

コーパスのうち、インフォーマルな話し言葉を収録した東京外国語大学が提供するコーパ

スの一部（以下 TUFS)、インタビューを収録した CFPP2000（以下 CFPP)、仕事場の打ち合

わせや会話を収録した Réunions de travail（以下 Réunion)、物語のナレーションを収録した

French oral narrative（以下 Narration)を選択している。これらコーパスを用いて、 tu sais / 



vous savez と tu vois / vous voyez に焦点をあてて、以下の事項を調査したことを説明する。 

(1) 構文分布と談話標識としての特徴  

(2) マクロ統語論における位置の分布  

(3) 果たしている機能  

 

第 2 章では先行研究が説明されている。 tu sais / vous savez と tu vois / vous voyez はこれ

まで、談話標識と挿入動詞という二つの現象に属する表現として分析が行われてきた。2.1

節において談話標識、2.2 節では挿入動詞の先行研究を整理している。そのうえで、2.3 節

では、 tu sais / vous savez と tu vois / vous voyez の談話機能について分析した研究を概説し

ている。  

 

第 3 章では、分析対象とするコーパスの特徴と調査の分析の枠組みが提示される。3.1 節

は、先行研究を踏まえ問題の所在を明らかにし、本研究の目的を改めて確認している。3.2

節では、本研究で使用する 4 つの下位コーパスの特徴を記述し、データの抽出手順を示し

ている。3.3 節では、本研究の分析の理論的枠組みである Approche pronominale（AP）理論

を説明した後、量的分析で用いる統計量と 3 つの調査の分析基準を提示している。  

 

第 4 章では、談話標識としての構文分析の結果を示し、tu sais / vous savez と tu vois / vous 

voyez の話し言葉コーパスにおける構文分布を明らかにした。動詞の構文分布は、コーパ

スタイプに応じて異なる傾向を持つことが示された一方で、動詞毎の差異は統計的に示さ

れなかった。また、談話標識の相対頻度からはコーパスに応じてその使用頻度と使用され

る傾向のある談話標識に違いがあることを明らかにしている。  

 

第 5 章ではマクロ統語論的位置の分布の調査結果が示されている。AP 理諭に基づき、談

話標識として機能する tu sais / vous savez と tu vois / vous voyez のマクロ統語論における位

置を記述し、コーパスの頻度調査からその分布を調査した。その結果、動詞タイプとコー

パスのレジスターに応じて異なる統語的特徴を持つことが示されている。 tu sais / vous 

savez は核（noyau)の左方に現れる核前置部（prénoyau）の用法が多いのに対し、tu vois / vous 

voyez は、核（noyau）の右方である核後置部（postnoyau）に現れる傾向にあること、さら

にレジスター毎の分布からは、TUFS や  Réunion のようなやりとりが活発なコーパスデー

タにおいては、核後置部（postnoyau）の割合が高くなり、様々な位置に現れることが結果

から示されている。人称代名詞 tu と vous は、vous の使用において核前置部（prénoyau）で

使用される傾向は観察されるものの、コーパスによって異なる傾向を示した。  

 

第 6 章では談話標識の機能の調査結果が示される。 tu sais / vous savez と tu vois / vous 



voyez の機能と用法を体系的に記述し、コーパスの頻度調査を提示している。その結果、動

詞とレジスターに応じて tu sais /vous savez と tu vois /vous voyez の機能は、異なる傾向を

持つことが示された。 tu sais /vous savez は、確認を行うモニタリングの機能以外にも、談

話の構造やメタ談話的な機能を担う傾向にあるのに対し、 tu vois / vous voyez は、モニタリ

ング機能単独で使用される用例が比較的多いことが示されている。さらにレジスター毎の

分布からは、4 つのコーパスは大きく 2 つの傾向に分けられた。TUFS と Réunion は、モニ

タリング機能単独の割合が他のコーパスと比較して高く出た一方、CFPP と Narration は、

他の領域の割合が高い傾向にあった。tu と vous を比較すると、tu は、モニタリング機能単

独の割合が高かった。  

 

第 7 章では、3 つの調査の結果を踏まえ、本研究で設定した 2 つのリサーチクエスチョ

ンに回答した。7.1 節では、分析結果から見える tu sais /vous savez と tu vois /vous voyez の

語彙と談話機能の関係性を考察している。 tu sais /vous savez と tu vois /vous voyez の分析結

果からは、語彙的な意味が漂白化することはあっても、各々の動詞の本来の意味がその統

語的・機能的分布に影響を与えていることが示された。元来持つ語彙的な意味がマクロレ

ベルの統語的・機能的振る舞いに一定の制約を課しており、これは、量的調査を行うこと

で全体の傾向として初めて見えてきたものである。談話標識の分析において元々の表現の

構文・意味的特性を考慮する必要があることを実証的に示している。7.2 節では、tu sais /vous 

savez と tu vois /vous voyez の統語的・機能的分布が、コーパスタイプ、話者同士の関係性

に応じて、異なる傾向を示している。「近いことば」においては、 tu sais / vous savez と tu 

vois / vous voyez は、核後置部（postnoyau）の位置で用いられる傾向にあり、対人関係調整

領域単独の用法で使用される傾向にあった。分析コーパスのうち、インフォーマルな話し

言葉を収録した TUFS と仕事場での同僚たちの会議や打ち合わせを収録した Réunion でそ

の傾向が見られた。いずれのコーパスも話者同士は近い関係（お互いに知っている者）で

ある。二人称単数形 tu の形においても同様の傾向が見られた。相手との近い関係にある場

合、話者は対話者に話の内容の理解を強く求めるために談話標識を使用する傾向にあり、

談話構造の管理に関わる連鎖的領域や話の説得力を高める修辞的領域の機能を併用するこ

とは比較的少なくなる。反対に「遠いことば」においては、核前置部（prénoyau）の位置で

用いられる傾向にあり、他の 3 つの領域の機能で使用される傾向にあった。分析コーパス

のうち、インタビューを収録した CFPP と物語のナレーションを収録した Narration でその

傾向が見られた。いずれのコーパスも話者同士の関係性は、遠い関係にある。二人称複数

形 vous においても同様の傾向が見られた。相手との遠い関係にある場合、談話構造の管理

に関わる連鎖的領域や話の説得力を高める修辞的領域の機能を併用することが多くなる。

tu sais / vous savez と tu vois / vous voyez の用法は、コーパスタイプや発話者と対話者の関

係性によって異なり、発話状況に応じて異なる使われ方をしている。レジスター依存性の



高い表現であることが示された。  

 

第 8 章では、研究が明らかにした点をまとめている。本研究の意義を次の 2 点にまとめ

ている。  

一点目として、 tu sais / vous savez と tu vois / vous voyez の個別研究への貢献である。本

研究では、 tu sais / vous savez と tu vois / vous voyez の談話機能を、豊富なコーパスデータ

に基づき体系的に調査した。先行研究においては、 tu sais / vous savez と tu vois / vous voyez

について多くの点が質的に明らかにされてきた。しかしながら、大量のデータから、その

談話機能を帰納的に明らかにするアプローチは取られていなかった。本研究では、談話標

識に関する先行研究に基づきながら、この 2 つの表現の談話機能を網羅的に明らかにした。

その結果、これまでの研究に示されていない談話機能を tu sais / vous savez と tu vois / vous 

voyez が担うことが明らかになった。メタ談話レベル、テキストレベル、そして論理関係の

連結において多様な機能を持つことを実証的に示した。また、本研究では、発話状況を重

要視し、異なるコーパスの比較から tu sais / vous savez と tu vois / vous voyez の特徴を明ら

かにした。多くの分析と観点において、動詞毎の違いよりもコーパス毎の違いが tu sais /  

vous savez と tu vois / vous voyez の統語的特徴や談話機能を検討する上で重要な要素である

ことが示された。本研究で明らかになった tu sais / vous savez と tu vois / vous voyez の使用

傾向は、用例の個別具体的な質的検討では明らかにならないものである。言語使用実態を

示す量的データの分析を通じて得られる動的体系である。  

二点目として談話標識の意味と機能の関係性についての貢献である。一般的な視点から

談話標識の意味は、その漂白化または脱意味化が行われることが指摘されてきている。本

研究の結果からは、 tu sais / vous savez と tu vois / vous voyez、それぞれの動詞のミクロレ

ベルの特徴がマクロレベルの特性に色濃く表れていることが分かった。この成果は、談話

標識の統語的特徴や機能を検討していく上で、元々の意味や構文は重要な要素であること

が示すものである。ミクロレベルの特性は、用法の分布や機能拡大において一定の制約を

課していることが示されたが、この点は、今後、色々な種類の談話標識を検討していく中

で、その一般性が検証されていくだろう。  

 


